
令和７年度
鹿児島県立錦江湾高等学校第Ⅳ期 SSHオリエンテーション

鹿児島県立錦江湾高等学校
ＳＳＨ総括主任 川野 誠 1

高



〈スクールミッション〉
鹿児島市にある普通科と理数科を有する高校として，県

内初のＳＳＨの実績を生かし，探究活動を通して誇りと好
奇心を原動力に生徒一人一人が何事にも挑戦する態度を育
み，自らの将来を論理的・科学的にデザインし，グローバ
ルな視点で社会に貢献する人材を育成する学校を目指しま
す。

高 鹿児島県立錦江湾高等学校について

・ＳＳＨ第Ⅳ期(R4年度〜)４年次
・普通科４クラス/理数科２クラス
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本校HP
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高 錦江湾高校の探究の概要
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教育課程（普通科） ※１コマ45分,6コマ×5日＝週30単位

ロジックプログラムⅠ（３単位）
情報１単位
課題研究２単位
※課題研究の過程で情報に関する指導もおこなう

報告書
p66〜67



高 錦江湾高校の探究の概要
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教育課程（理数科） ※１コマ45分,6コマ×5日＝週30単位

報告書
p69〜70



・学校設定科目として
普通科︓ロジックプログラム(LP)

１年生 ３単位
２年生 １単位 ※夕活も活用して実質２単位化
３年生 １単位

理数科︓アクティブサイエンス(AS)
１年生 ３単位
２年生 ２単位
３年生 １単位

→ 「総合的な探究の時間」に相当 ※１コマ＝45分

高 錦江湾高校の探究の概要
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30分

情報１コマ
課題研究２コマ
※課題研究の中で情報に
関する指導もおこなう。

報告書
p66〜70



高 錦江湾高校の探究の概要

ロジックプログラムⅠ(普通科・１年次) ３単位
→主に学年所属の全職員＋理科職員が指導する（約20名）
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・オリエンテーション
・先輩からのアドバイス講座
・シリーズ科学講座
・写真コンテスト
・新聞ポスターコンテスト
・リテラシー講座

学術研究・
課題研究を知る

ガイダンス
１学期
２学期 講演会等で「気づく」

分野決定
班編制

テーマ設定
課題研究３学期

課題研究強化チームによるサポート

※１年次途中までは普通科・理数科ともに同事業を実施。

例年，約20班程度

報告書
p14



高 錦江湾高校の探究の概要

ロジックプログラムⅡ(普通科・２年次) 実質２単位
→主に学年所属の全職員＋理科職員が指導する（約20名）
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・シリーズ科学講座
・リテラシー講座
・SSH生徒課題研究中間発表会
・大学連携アドバイス講座
・SSH生徒課題研究発表会

データ収集・処理課題研究
１学期
２学期

データ処理
ポスター発表

大会出場
研究発表３学期

報告書
p14



高 錦江湾高校の探究の概要

ロジックプログラムⅢ(普通科・３年次) １単位
→主に学年所属の全職員＋理科職員が指導する（約20名）
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・各種大会発表

データ収集・処理
成果の集約論文作成１学期

課題研究での学びを
まとめる進路実現２学期

３学期

報告書
p14



高 錦江湾高校の探究の概要

ベーシックサイエンス(理数科・１年次) ３単位
→主に理科・（数学）職員が指導する
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・オリエンテーション
・先輩からのアドバイス講座
・シリーズ科学講座
・写真コンテスト
・アカデミックイベント
・ＢＳアドバイス会
・リテラシー講座

学術研究・
課題研究を知る

ガイダンス１学期
講演会等で「気づく」

分野決定
班編制

テーマ設定
課題研究２学期

３学期

例年，約10班程度

※１年次途中までは普通科・理数科ともに同事業を実施。

報告書
p14



高 錦江湾高校の探究の概要

サイエンスリサーチ(理数科・２年次) ２単位
→主に理科・（数学）職員が指導する
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・シリーズ科学講座
・リテラシー講座
・SSH生徒課題研究中間発表会
・大学連携アドバイス講座
・SSH生徒課題研究発表会

データ収集・処理課題研究
１学期
２学期

データ処理
ポスター発表

大会出場
研究発表３学期

報告書
p14



高 錦江湾高校の探究の概要

サイエンスキャリア(理数科・３年次) １単位
→主に理科・（数学）職員が指導する
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・各種大会発表

データ収集・処理
成果の集約論文作成１学期

課題研究での学びを
まとめる進路実現２学期

３学期

報告書
p14



高 「気づき」を得るための取り組み

洋上体験学習(鹿児島大学 大富潤 教授/大木公彦 教授)４月

13Ｒ４〜６年度

報告書
p16〜17

・１年生対象
・遠足を兼ねて実施した。
・桜島フェリーを貸し切り、錦
江湾の地形や生物についての講
義を実施した。



高 「気づき」を得るための取り組み

研究者講義

14Ｒ４〜６年度

報告書
p17

・１年生対象。
・株式会社エルム代表取締役
宮原 氏を講師として、日常
の気づきから挑戦することの
意義や大切さを学んだ。



高 「気づき」を得るための取り組み

先輩からのアドバイス講座

15Ｒ４〜６年度

報告書
p17

・１・２年生対象
・２・３年生の先輩による研究
発表を行った後，担当職員を交
えたパネルディスカッションを
実施した。年度初めに先輩の研
究発表を聴くことで，課題研究
への見通しをもたせることがで
きた。



高 「気づき」を得るための取り組み

卒業生からのアドバイス講座

16Ｒ４〜６年度

報告書
p19

・１・２年生対象。
・本校卒業生による講義を実
施した。
・講師の高校時代における課
題研究や、現在の専門分野に
ついての講義を実施した。



高 「気づき」を得るための取り組み

気づき発見講座
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報告書
p19

Ｒ４〜６年度

・１年生対象
・本校職員が自分の学生時代の
専攻テーマについて講話をし、
課題研究の意義や魅力、テーマ
の見つけ方等について学んだ。
・本校職員のSSH事業への参加
意識を向上させる意味合いもあ
る。



高 「気づき」を得るための取り組み

写真コンテスト
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「気づき」を写真に収め、仮説を立てる
→ 生徒・職員で投票し、上位者を表彰する

Ｒ４〜６年度

報告書
p18〜19



高 「気づき」を得るための取り組み

アカデミックイベント
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報告書
p21〜22

Ｒ４〜６年度

・１年生理数科対象
・鹿児島大学に赴き、物/化/生/地
の希望する分野に分かれてそれぞ
れの学問について学んだ。



高 「気づき」を得るための取り組み

ロジックプログラムⅡアドバイス会

20Ｒ４〜６年度

報告書
p24

・２年生普通科対象
・鹿児島大学/鹿児島国際大学の講
師やTAを招き、普通科生徒の課題
研究に対する助言をいただいた。



リテラシー講座
→ 課題研究をすすめる上で必要なリテラシーを育成

① メディアリテラシー
② 統計リテラシー
③ プレゼンリテラシー
④ リサーチリテラシー
⑤ グローバルリテラシー

職員研修も兼ねる ※ビデオ撮影し、共有する
→ 生徒と共に学ぶ・基準の確認・負担の軽減

高 全校体制づくりのために
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高 錦江湾高校の探究の概要

生徒課題研究中間発表会

・校内（体育館）で実施
・ポスター発表
・口頭発表
・大学の先生が審査員
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10月下旬



高 錦江湾高校の探究の概要

生徒課題研究成果発表会

・外部会場で実施
（宝山ホール・県民交流センター）

・外部参加者あり
（他校生徒・職員、

学校視察、保護者 等）
・ポスター発表
・口頭発表
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２月中旬



高 大会出場の様子
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県探究コンテスト



GSA夢の翼

高 大会出場の様子
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SSH交流フェスタ
鹿児島県内のSSH校（５校）で
交流発表会を実施している

錦江湾高校
池田高校
国分高校
甲南高校
鹿児島中央高校

高 ＳＳＨ普及活動
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鹿児島大学留学生 × GCS講座
・鹿児島大学の留学生に来校していただき，

英語でのコミュニケーションをとる
・課題研究の発表を英語化する際にアドバイスをもらう

高 国際性を高めるための取り組み
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自由研究お助け隊

高 ＳＳＨ普及活動
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湾ぱく探究コンテスト

高 ＳＳＨ普及活動
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集まれ︕理科好き

高 ＳＳＨ普及活動
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小学校出前授業

近隣小学校にて、本校生徒に
よる実験教室を実施した。

参加生徒
理数科１年生

高 ＳＳＨ普及活動
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